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動
労
連
帯
高
崎
は
１
月
27
日
、
熊
谷

商
工
会
館
で
第
33
回
定
期
総
会
を
開

き
、
団
結
旗
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
組
織
拡
大
を
勝
ち
取
っ

た
昨
年
の
闘
い
を
総
括
し
、
Ｊ
Ｒ
の
第

２
の
分
割
・
民
営
化
攻
撃
と
対
決
し
、

Ｊ
Ｒ
と
Ｔ
Ｔ
Ｓ（
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）

を
貫
く
組
織
拡
大
へ
闘
う
方
針
を
確
立

し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
年
前
の
楢
葉
現

地
調
査
を
「
白
タ
ク
」
だ
と
で
っ
ち
あ

げ
逮
捕
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
埼
玉
へ
の

大
弾
圧
を
弾
劾
し
、
３
人
の
即
時
釈
放

を
求
め
る
特
別
決
議
（
裏
面
）
を
上
げ

ま
し
た
。
病
後
の
体
を
押
し
て
出
席
し

た
和
田
山
繁
委
員
長
は
「
体
調
は
ま
だ

芳
し
く
な
い
が
、
３
人
の
仲
間
へ
の
弾

圧
を
き
い
て
、
居
て
も
立
っ
て
も

い
ら
れ
ず
に
、今
日
こ
こ
に
来
た
」

と
闘
い
の
人
生
を
振
り
返
り
、
み

な
に
檄
を
発
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
を
も
っ
て
和
田
山

委
員
長
は
勇
退
し
、
新
た
に
漆
原

芳
郎
副
委
員
長
を
新
委
員
長
に
選

出
、
鈴
木
副
委
員
長
、
木
村
書
記

長
体
制
を
確
立
し
ま
し
た
。
埼
玉

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
か
ら

退
任
し
た
和
田
山
さ
ん
に
花
束
が

贈
呈
さ
れ
、
み
な
で
長
年
の
労
を

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

旗
開
き
で
決
意
を
新
た
に

　

続
け
て
行
わ
れ
た
団
結
旗
開
き

で
は
、
動
労
連
帯
高
崎
結
成
30
周

年
記
念
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
、
国
鉄

分
割
・
民
営
化
に
反
対
す
る
動
労

千
葉
の
ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
か
ら
、

動
労
連
帯
高
崎
の
結
成
と
動
労
総

連
合
の
結
成
大
会
な
ど
の
懐
か
し

い
闘
い
の
シ
ー
ン
か
ら
、
こ
の
間

の
外
注
化
反
対
ス
ト
ラ
イ
キ
や
Ｔ

Ｔ
Ｓ
か
ら
の
新
組
合
員
の
結
集
、

そ
し
て
籠
原
事
故
な
ど
の
事
故
の

激
化
の
映
像
な
ど
激
闘
の
30
年
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
埼
玉
県
連
や
国

労
高
崎
の
仲
間
が
来
賓
あ
い
さ

つ
。
熊
谷
地
区
労
を
代
表
し
て
発

言
し
た
熊
谷
市
職
の
労
働
者
は

「
自
治
体
労
働
者
が
不
当
逮
捕
さ

れ
た
今
回
の
弾
圧
は
許
せ
な
い
」

と
表
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
加
須

市
職
、
さ
い
た
ま
ユ
ニ
オ
ン
、
群

ン
タ
ー
が
、
国
鉄
決
戦
を
と
も
に
闘

い
、
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
埼
玉
へ
の
弾
圧
を

粉
砕
す
る
熱
い
思
い
を
た
ぎ
ら
せ
ま

し
た
。

動
労
連
帯
高
崎
と
と
も
に
闘
お
う
！

　

今
日
の
営
利
優
先
、
安
全
無
視
、

地
方
切
り
捨
て
、
非
正
規
職
化
の
Ｊ

Ｒ
の
姿
を
見
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ

が
和
田
山
委
員
長
を
先
頭
に
国
鉄
分

割
・
民
営
化
か
ら
30
年
、
こ
れ
に
反

対
し
て
闘
い
ぬ
い
て
き
た
こ
と
の
正

義
性
は
ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
に
よ
る
「
無
限
」
の
労
働
者

階
級
へ
の
攻
撃
を
絶
対
に
許
さ
ず
、

３
月
ダ
イ
改
反
対
、
大
幅
賃
上
げ
獲

得
の
春
闘
に
決
起
し
ま
し
ょ
う
！

馬
合
同
労
組
、
埼
玉
労
組
交
流

セ
ン
タ
ー
、
群
馬
労
組
交
流
セ

　

外
注
化
反
対
訴
訟
の
第
２
回
証

人
尋
問
が
12
月
16
日
、
東
京
地
裁

の
大
法
廷
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

動
労
総
連
合
と
支
援
は
、
大
法

廷
を
埋
め
尽
く
そ
う
と
傍
聴
券
交

付
へ
の
大
動
員
を
実
現
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
恐
怖
し
た
Ｊ
Ｒ
側
も

本
社
と
、
千
葉
、
水
戸
、
そ
し
て

高
崎
支
社
や
Ｔ
Ｔ
Ｓ
ま
で
必
死
で

傍
聴
券
獲
得
へ
動
員
し
て
き
ま
し

た
。

　

法
廷
で
は
動
労
水
戸
の
仲
間
と

と
も
に
動
労
連
帯
高
崎
の
漆
原

外
注
化
・
強
制
出
向
無
効
裁
判

漆
原
副
委
員
長
が
大
法
廷
で
Ｊ
Ｒ
を
圧
倒

芳
郎
副
委
員
長
が
証
言
に
立
ち
ま
し

た
。

　

動
労
水
戸
の
石
井
委
員
長
は
、
Ｍ

Ｔ
Ｓ
（
水
戸
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）
で
プ

ロ
パ
ー
（
直
雇
い
）
労
働
者
の
育
成

が
ま
っ
た
く
で
き
て
い
な
い
現
実
を

暴
き
ま
し
た
。
ま
た
、
輸
送
混
乱
時

に
は
Ｊ
Ｒ
の
助
役
が
Ｍ
Ｔ
Ｓ
へ
の
出

向
者
に
直
接
業
務
指
示
を
出
す
事
態

が
頻
発
し
、
作
業
内
容
を
変
更
す

る
手
続
き
も
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
Ｍ
Ｔ
Ｓ
土
浦
事
業
所
で
、
運
転

は
で
き
な
い
車
両
ス
タ
ッ
フ
が
構
内



運
転
を
し
た
こ
と
な
ど
、
外
注
化

後
の
職
場
の
実
態
を
暴
露
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
動
労
水
戸
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
際
し
、
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社

が
介
入
し
て
Ｍ
Ｔ
Ｓ
に
ス
ト
破
り

要
員
を
配
置
さ
せ
た
こ
と
を
弾
劾

し
ま
し
た
。

　

勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー
で
誘
導
担

当
の
職
に
あ
る
藤
枝
組
合
員
は
、

15
年
２
月
12
日
に
勝
田
車
両
セ
ン

タ
ー
で
起
き
た
事
故
に
つ
い
て
証

言
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
は
、
車

両
を
検
修
庫
に
入
れ
る
際
、
車
両

の
流
転
を
防
ぐ
た
め
の
手
歯
止
め

に
車
両
が
乗
り
上
げ
、
脱
線
し
た

と
い
う
も
の
で
す
。
外
注
化
に
よ

り
指
揮
命
令
系
統
が
分
割
さ
た
こ

と
が
、
事
故
の
原
因
で
あ
る
こ
と

を
暴
露
し
ま
し
た
。

籠
原
の
偽
装
請
負
の
実
態
を
暴
露

　

動
労
連
帯
高
崎
の
漆
原
副
委
員

長
は
、
エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
よ

り
Ｔ
Ｔ
Ｓ
（
高
崎
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
）

籠
原
事
業
所
に
出
向
し
て
構
内
運

転
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
が
、
ダ

イ
ヤ
が
乱
れ
た
際
、
車
両
基
地
に

入
区
さ
せ
る
列
車
の
順
序
の
変
更

が
、
Ｊ
Ｒ
側
の
信
号
担
当
者
か
ら

直
接
伝
達
さ
れ
た
と
証
言
し
、
混

乱
時
に
Ｊ
Ｒ
か
ら
Ｔ
Ｔ
Ｓ
へ
の
発

注
書
も
出
さ
れ
て
い
な
い
実
態
を

暴
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
３

月
15
日
の
籠
原
駅
漏
電
炎
上
事
故

に
つ
い
て
、
い
ま
だ
に
Ｊ
Ｒ
が
原

因
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
で
た

ら
め
な
現
実
を
暴
露
し
、
外
注
化

が
原
因
だ
と
鋭
く
指
摘
し
ま
し
た
。

３
年
出
向
は
嘘
だ
っ
た
！

　

Ｊ
Ｒ
本
社
の
運
輸
車
両
部
次
長
・

斎
藤
証
人
は
、
わ
れ
わ
れ
の
追
及

に
対
し
て
「（
３
年
の
強
制
出
向

を
強
行
し
た
）
12
年
の
時
か
ら
外

注
化
の
完
成
に
は
10
年
か
か
る
と

思
っ
て
い
た
」と
述
べ
ま
し
た
。「
出

向
は
3
年
」
と
い
う
説
明
は
は
じ

め
か
ら
嘘
だ
っ
た
の
で
す
！

　

Ｍ
Ｔ
Ｓ
で
プ
ロ
パ
ー
労
働
者
が

育
成
さ
れ
て
い
な
い
事
実
に
つ
い

て
も
、
斎
藤
は
「
知
ら
な
い
」
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。

あ
わ
て
て
籠
原
に
き
た
冨
田
社
長

　

外
注
化
裁
判
で
籠
原
事
故
問
題

を
暴
露
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
は
、
公
判
の

わ
ず
か
10
日
後
の
12
月
27
日
、
突

如
籠
原
運
輸
区
、
籠

原
駅
、
籠
原
派
出
所
、

籠
原
事
業
所
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
３
月
の
事
故
か

ら
一
年
が
た
と
う

と
す
る
中
で
、
い
ま

だ
に
事
故
原
因
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
中
で
、
冨

田
は
施
設
の
古
さ
に

驚
き
つ
つ
、「
無
限
」

な
る
意
味
不
明
の
言
葉
を
残
し
て

去
っ
て
い
き
ま
し
た
（
写
真
）。

　

冨
田
よ
！　

分
割
・
民
営
化
か

ら
放
置
さ
れ
て
い
た
ガ
イ
シ
の
責

任
は
Ｊ
Ｒ
に
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
？　
「
無
限
」
と
い
う
の
は
責
任

も
外
注
化
す
る
Ｊ
Ｒ
の
あ
く
な
き

利
益
追
求
の
決
意
表
明
な
の
か
？

　

水
平
分
業
＝
外
注
化
の
こ
と
な

の
か
？

　

事
故
の
最
大
の
原
因
こ
そ
、
こ

の
よ
う
な
Ｊ
Ｒ
の
無
責
任
な
態
度

に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
こ

ん
な
連
中
の
無
限
の
利
益
の
た
め

に
、
我
々
は
毎
日
汗
だ
く
に
な
っ

て
働
か
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

わ
れ
わ
れ
は
外
注
化
を
絶
対
に

許
し
ま
せ
ん
。
春
闘
を
戦
闘
的
に

闘
う
ぞ
！

第３３回定期総会特別決議

NAZEN埼玉への弾圧に抗議し、3名の即時釈放を要求する
　1月18日、埼玉県警は「道路運送法違反」容疑をデッチ上げ、反原発闘争の先頭に立ってきたNAZEN埼玉
の三名の仲間～3名は動労連帯の盟友でもある～を不当逮捕した。2015年 9月に、費用を分担してレンタカー
を借り、福島県楢葉町に現地調査に行ったことが犯罪行為にあたるというのだ。
　これは、高線量地域への帰還強制と住宅支援打ち切り、被曝強制の常磐線全線開通に反対する3・11反原発
福島行動 '17に対する弾圧であり、フクシマの怒りへの圧殺攻撃だ。また、直前に迫ったNAZEN埼玉主催の2
月 5日「避難者への支援打切りはおかしい　帰還と被曝の強制に反対する集い」（講演：元双葉町長井戸川氏）
への直接的な破壊攻撃だ。
　さらに、改憲と戦争に突き進む安倍政権による、東京オリンピックを口実にした新共謀罪攻撃の先取りだ。
　動労連帯は、NAZEN埼玉の全面協力のもと、昨年9月 25日に熊谷で映画「A2-B-C」上映会を開催するなど、
反原発闘争に取り組んできた。昨年3・11反原発福島行動 '16への参加がきっかけで組織拡大も実現してきた。
　NAZEN埼玉・反原発闘争への弾圧に強く抗議するとともに、三名の仲間の即時釈放を要求するものである。
不当弾圧を粉砕し、2・5NAZEN埼玉集会と3・11反原発福島行動 '17の成功に全力を尽くす。なによりも、
1047名解雇撤回、外注化・非正規職化反対、3・4ダイヤ改悪反対の国鉄闘争勝利をめざし、ＪＲ─ＴＴＳを
貫く組織拡大を実現する。

　以上、決議する。2017年 1月 27日　国鉄高崎動力車連帯労働組合第33回定期総会　参加者一同


